
　ウミヒラは、病理検査や遺伝子検査のために腫瘍などから採取した微小な
生体組織を縦軸方向に分割する「組織2分割デバイス」を、京都府立医科大
学の浮村理教授と共同開発した。縦方向での分割により同一検体を病理検
査と遺伝子検査など異なる検査に利用することができる。前立腺がんなど固
形がんの診断精度向上が期待できる。1セット9900円（消費税込み）。病理
分野に強い医療機器販売会社を代理店として販売する。学会に併設する展
示会などでアピールしていく。
　組織を載せるシートとして複数種類の紙を検討した結果、スムーズに付着
する吸水紙を選択した。シートをセットし、ガイド溝に沿って生検針を置くと組織を直線的にろ紙へ移せる。
その後、本体を折りたたんでボタンを押すと、0.08ミリメートル弱の極薄刃が押し出され、直径0.83ミリメー
トルの糸状組織が付着した狭い範囲の中央部を偏りなく分割できる。シートごと分割するため余白部分をつ
まめ、ピンセットが直接組織に触れず病理検査のパラフィン処理や遺伝子検査の凍結処理に持ち込める。
　病院の検査では顕微鏡での観察や分子生物学的な分析などの手法によって、組織にパラフィン処理や染
色など違う加工処理をする。従来は検査の数だけ腫瘍など組織の一部を別々に針で抜き出して採取してい
た。全く同じ場所からの複数回採取が不可能なため、場所により条件が変わることもあるがんの検査精度
に影響していた。同デバイスにより1度の採取で2種類の検査ができるようになる。
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